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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期第２四半期 18,934 212.8 6,075 － 6,228 － 4,226 －

2023年３月期第２四半期 6,053 17.4 122 △72.0 189 △64.5 131 △31.4

（注）包括利益 2024年３月期第２四半期 4,091百万円 (－％) 2023年３月期第２四半期 △239百万円 (－％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年３月期第２四半期 296.80 －

2023年３月期第２四半期 9.62 9.60

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年３月期第２四半期 59,975 49,881 83.2

2023年３月期 54,603 46,039 84.3

（参考）自己資本 2024年３月期第２四半期 49,881百万円 2023年３月期 46,039百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年３月期 － 17.50 － 17.50 35.00

2024年３月期 － 22.50

2024年３月期（予想） － 37.50 60.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 35,000 61.4 8,500 90.4 8,500 83.2 5,700 32.6 400.29

１．2024年３月期第２四半期の連結業績（2023年４月１日～2023年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  有

（注）2024年３月期第２四半期末配当金の内訳　普通配当　17円50銭　記念配当　 5円00銭

　　　2024年３月期（予想）期末配当金の内訳　普通配当　17円50銭　記念配当　20円00銭

３．2024年３月期の連結業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年３月期２Ｑ 14,263,000株 2023年３月期 14,263,000株

②  期末自己株式数 2024年３月期２Ｑ 23,403株 2023年３月期 23,303株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2024年３月期２Ｑ 14,239,644株 2023年３月期２Ｑ 13,671,702株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規    －社（社名）－、除外    －社（社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用        ：有

(注)詳細は、添付資料７ページ「２.四半期連結財務諸表及び主な注記 (３)四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更                ：無

②  ①以外の会計方針の変更                              ：無

③  会計上の見積りの変更                                ：有

④  修正再表示                                          ：無

(注)詳細は、添付資料７ページ「２.四半期連結財務諸表及び主な注記 (３)四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提と

なる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につきましては、添付資料２ページ「連結業績予想などの将来

予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第2四半期連結会計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の5類移行に伴い、経済活動の正常化

が進んだことから、インバウンド需要の回復や設備投資の増加を背景に、緩やかな回復基調で推移しました。一方

で、国際情勢不安、資源価格や原材料価格の高止まり、円安の進行に伴う物価上昇など、依然として先行き不透明な

状況が続いております。

　そうした中、遊技業界においては、パチスロの高稼働を背景に、引き続きスマートスロットへの入れ替え需要が継

続しており、スマートユニットへの引き合いも順調に推移し、売上・利益ともに大幅増収増益となりました。

　以上の結果、当期の連結業績は、売上高は18,934百万円（前年同四半期比212.8％増）、営業利益は6,075百万円

（同4843.0％増）、経常利益は6,228百万円（同3184.9％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は4,226百万円

（同3112.6％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は59,975百万円となり、前連結会計年度末と比較し5,371百万円増加いたし

ました。

　これは主に、現金及び預金が2,093百万円、受取手形及び売掛金が1,042百万円、商品および製品が2,673百万円増

加したことによるものであります。

（負債）

　負債合計は10,093百万円となり、前連結会計年度末と比較し1,528百万円増加いたしました。

　これは主に、未払法人税等が1,233百万円増加したことによるものであります。

（純資産）

　純資産合計は49,881百万円となり、前連結会計年度末と比較し3,842百万円増加いたしました。

　これは主に、利益剰余金が3,977百万円増加したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2024年３月期の通期業績予想につきましては、2023年５月11日に公表いたしました予想を修正しております。

詳細については、本日（2023年11月10日）公表いたしました「業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ」をご

参照ください。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（2023年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（2023年９月30日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,104 11,197

受取手形及び売掛金 4,314 5,357

営業未収入金 363 349

有価証券 17,295 17,010

供託金 4,292 4,352

商品及び製品 6,051 8,725

原材料及び貯蔵品 122 140

その他 695 694

流動資産合計 42,239 47,825

固定資産

有形固定資産 456 605

無形固定資産 1,334 1,113

投資その他の資産

投資有価証券 8,774 8,610

その他 1,835 1,856

貸倒引当金 △36 △37

投資その他の資産合計 10,574 10,429

固定資産合計 12,364 12,149

資産合計 54,603 59,975

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,997 4,184

営業未払金 6 3

未払法人税等 739 1,972

引当金 205 174

その他 1,348 1,514

流動負債合計 6,297 7,849

固定負債

引当金 50 14

退職給付に係る負債 446 477

その他 1,770 1,751

固定負債合計 2,267 2,243

負債合計 8,564 10,093

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（2023年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（2023年９月30日）

純資産の部

株主資本

資本金 5,500 5,500

資本剰余金 5,062 5,062

利益剰余金 36,163 40,141

自己株式 △28 △28

株主資本合計 46,697 50,674

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △658 △792

その他の包括利益累計額合計 △658 △792

純資産合計 46,039 49,881

負債純資産合計 54,603 59,975
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日

至　2022年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日

至　2023年９月30日）

売上高 6,053 18,934

売上原価 3,210 10,057

売上総利益 2,843 8,877

販売費及び一般管理費 2,720 2,801

営業利益 122 6,075

営業外収益

受取利息 56 62

受取配当金 6 10

特許料収入 0 78

その他 6 8

営業外収益合計 69 159

営業外費用

支払利息 2 2

固定資産除却損 0 2

貸倒引当金繰入額 0 1

その他 0 0

営業外費用合計 2 6

経常利益 189 6,228

特別損失

事業撤退損 － 145

その他 － 11

特別損失合計 － 156

税金等調整前四半期純利益 189 6,072

法人税等 58 1,845

四半期純利益 131 4,226

親会社株主に帰属する四半期純利益 131 4,226

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日

至　2022年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日

至　2023年９月30日）

四半期純利益 131 4,226

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △370 △134

その他の包括利益合計 △370 △134

四半期包括利益 △239 4,091

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △239 4,091

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しており

ます。

（会計上の見積りの変更）

　当社の連結子会社である日本ゲームカード株式会社は、2023年７月31日開催の取締役会において、使用事務所の一

部移転に関する決議を致しました。これに伴い、移転後利用見込みのない固定資産について耐用年数を短縮し、将来

にわたり変更しております。また、不動産賃貸借契約に伴う原状回復費用に係る資産除去債務については、移転完了

日までの期間で資産除去債務の費用計上が完了するよう変更しております。

　この見積りの変更により、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整

前四半期純利益はそれぞれ55百万円減少しております。

（１） 割 当 日 2023年11月30日から2023年12月４日までのいずれかの日とします。

ただし、下記「（３）発行価額」に定める条件決定日の15日後の日とし、当

日が休業日の場合はその翌営業日とします。

（２） 発行新株予約権数 25,000個

（３） 発 行 価 額 本新株予約権１個当たり1,550円（総額38,750,000円）

ただし、当該時点における株価変動等諸般の事情を考慮の上で本新株予約権

に係る最終的な条件を決定する日として当社取締役会が定める2023年11月15

日から2023年11月17日までの間のいずれかの日（以下「条件決定日」といい

ます。）において、上記発行価額の決定に際して用いられた方法と同様の方

法で算定された結果が上記の金額（1,550円）を上回る場合には、条件決定

日における算定結果に基づき決定される金額とします。

発行価額の総額は、新株予約権１個あたりの金額に本新株予約権の総数であ

る25,000個を乗じた金額となります。

（４） 当 該 発 行 に よ る

潜 在 株 式 数

潜在株式数：2,500,000株（新株予約権１個につき100株）

なお、下記「（６）行使価額及び行使価額の修正条件」に記載のとおり行使

価額が修正される場合がありますが、いかなる行使価額においても潜在株式

数は、2,500,000株で一定です。

（重要な後発事象）

（第三者割当による新株予約権の発行）

当社は、2023年11月10日（以下「発行決議日」といいます。）開催の取締役会において、下記のとおり、ＳＭＢ

Ｃ日興証券株式会社（以下「ＳＭＢＣ日興証券」又は「割当予定先」といいます。）を割当予定先として第三者割

当により新株予約権（以下「本新株予約権」といいます。）を発行すること（以下「本資金調達」といいます。）

及び金融商品取引法に基づく本新株予約権に関する届出の効力発生後にファシリティ契約（以下「本ファシリティ

契約」といいます。）を締結することを決議いたしました。その概要は以下のとおりです。
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（５） 調達資金の額

（新株予約権の行使

に際して出資される

財産の価額）

7,704,750,000円（差引手取概算額）（注）

（６） 行 使 価 額 及 び

行使価額の修正条件

当初行使価額は条件決定日の直前取引日の株式会社東京証券取引所（以下

「東京証券取引所」といいます。）における当社普通株式の普通取引の終値

と同額とします。ただし、当該金額が下限行使価額を下回る場合には下限行

使価額と同額とします。

上限行使価額はありません。

下限行使価額は条件決定日に決定します。

行使価額は、本新株予約権の各行使請求の効力発生日に、当該効力発生日の

前取引日(ただし、当該効力発生日の前取引日に当社普通株式の普通取引の

終日の売買高加重平均価格(以下「ＶＷＡＰ」という。)がない場合には、そ

の直前のＶＷＡＰのある取引日とする。)の東京証券取引所におけるＶＷＡ

Ｐの92％に相当する金額（円位未満小数第２位まで算出し、小数第２位を切

り上げた金額）に修正されますが、かかる修正後の価額が下限行使価額を下

回る場合には、下限行使価額を修正後の行使価額とします。

（７） 募集又は割当方法 第三者割当の方法によります。

（８） 割 当 予 定 先 ＳＭＢＣ日興証券

（９） 行 使 期 間 割当日の翌取引日から2026年11月30日まで（以下「行使可能期間」とい

う。）とします。ただし、行使可能期間の最終日が銀行営業日でない場合に

はその前銀行営業日を最終日とします。また、株式会社証券保管振替機構が

必要であると認めた日については本新株予約権の行使をすることができない

ものとします。

（10） そ の 他 当社は、ＳＭＢＣ日興証券との間で、金融商品取引法に基づく届出の効力発

生後に、本新株予約権の買取に関する契約（以下「本新株予約権買取契約」

といいます。）を締結する予定です。本新株予約権買取契約において、ＳＭ

ＢＣ日興証券は、当社の事前の同意がない限り、本新株予約権を当社以外の

第三者に譲渡することができない旨が定められる予定です。また、当社は、

本新株予約権買取契約の締結と同時に当社とＳＭＢＣ日興証券との間で、本

ファシリティ契約を締結する予定です。

（注）１

　　　２

具体的な使途 金額（百万円） 支出予定時期

 ① 次世代決済システム開発投資 4,704 2024年４月～2026年３月

 ② 次世代決済システムの導入に伴う

    社内システムの刷新のための投資

1,000 2024年４月～2026年３月

 ③ Ｍ＆Ａ及び資本業務提携に係る費用 2,000 2024年４月～2026年３月

合計 7,704

調達資金の額は、本新株予約権の払込金額の総額及び本新株予約権の行使に際して出資される財産

の価額の合計額を合算した金額から、本新株予約権に係る発行諸費用の概算額を差し引いた金額で

す。なお、本新株予約権の払込金額の総額については、発行決議日の直前取引日における当社普通

株式の普通取引の終値（以下「発行決議時基準株価」といいます。）等の数値を前提として算定し

た見込額であり、また、本新株予約権の行使に際して出資される財産の価額の合計額は、発行決議

時基準株価を当初行使価額であると仮定し、当初行使価額で全ての本新株予約権が行使されたと仮

定した場合の金額であります。本新株予約権の最終的な払込金額及び当初行使価額は条件決定日に

決定され、また、本新株予約権の行使価額が修正又は調整された場合には、調達資金の額は増加又

は減少します。また、本新株予約権の行使可能期間内に行使が行われない場合又は当社が取得した

本新株予約権を消却した場合には、調達資金の額は減少します。

資金使途については以下のとおりです。
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